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たま社会教育ネットワーク
井口啓太郎・石田智彦・伊藤隆志
鈴木孝志・萩元直樹・濱原幸恵

社会教育アップデート２０２０
～学びを拡張する公民館～



Introduction

たま社会教育ネットワーク
の紹介



たま社会教育ネットワーク（通称：たまいく）は、

多摩地域の社会教育活性化に向けて自主研修会(モヤたま)や

情報交換会を開催しているゆるいネットワークです。

公民館や市民活動支援などを担当している自治体・官庁職員や、

民間の社会教育実践者が多く集まっています。

主なメンバーの所属：
・青梅市
・小平市
・国立市
・国分寺市
・福生市
・昭島市
・八王子市 他
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日本青年館『社会教育』にて
２０１７年～２０２１年まで
５５月連載（終了）

2019 年～2021 年に開催される
国際メガ・スポーツイベントによる
社会教育の活性化







日本青年館『社会教育』にて
２０１９年より不定期連載中



受賞



JAPAN SOCIAL EDUCATION AWARDS 2018

最多得票でイノベーション賞 受賞



得票２位でグッド・アーティクル賞 受賞

JAPAN SOCIAL EDUCATION AWARDS 2018



社会教育の
Re:Design





主催イベントにて、Facebookの
コミュニティページの提案をうけ、
社会教育 Social Education を開設



ホーム
ページ



全然更新できていませんが・・・
ぜひ、見てみてください(^^)/
「たま社会教育ネットワーク」で検索



登壇者の
紹介



自己紹介（１） 石田 智彦（国分寺市）
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自己紹介（２） 鈴木 孝志（青梅市・文部科学省）
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自己紹介（３） 萩元 直樹（小平市・東京都・東京２０２０組織委員会・現在起業準備中）
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【参考】萩元がお伝えできる分野のご紹介 よかったら、また呼んでください(^^)/

◆ まちづくり活動、社会教育、公民館、市民活動

◆ イベント学（プログラム作成・運営ノウハウ）

◆ コーディネート、コミュニティ活性化

◆ チラシ・ポスター作成 ◆ポートランド

◆ 観光・おもてなし ◆ 多文化共生

◆ 多言語対応 ◆SDGｓ ◆サステナビリティ

◆ TOKYO２０２０スタンダード
・・・などなど



プログラム １

たまいくの
オンラインの取組

（概要）



たまいくでは、
これまで定期的に
自主研修会を実施
(通称：モヤたま)



モヤたまとは…？
(＝社会教育のモヤモヤをたまのみんなで考えよう)

社会教育に携わる人が抱える悩み
や不安など、どこか「モヤモヤした
気持ち」を題材に語り合うワーク
ショップ



例えば…

・初めて公民館に配属されて
何をしていいかわからない！

・効果的なチラシの作り方とは？
・結局社会教育ってなんだろう？



ワークショップを
通じて得る
自分自身の気づきと、
そこで出会い、
生まれたつながりを
大事にしています。



令和２年３月に開催を予定
↓

新型コロナウイルス感染症の
拡大により急遽中止に



このまま開催を諦める
ことに対して

たまいくメンバーにも
モヤモヤが…



社会教育のモヤモヤを
オンラインで考えよう！
～Withコロナ社会における新しい学びとは～

■2020年6月28日(日)10:00～12:30 Zoom
■参加者：全国各地から21名(ゲスト含む)
■コンテンツ：
アイスブレイク・ゲストトーク・対話ワークなど

社会教育のモヤモヤを
オンラインで考えよう！

～Withコロナ社会における新しい学びとは～





『社会教育』
２０２０年６月号







『社会教育』
２０２０年７月号



















『社会教育』
２０２０年９月号









プログラム ２

オンラインの
ワークショップ



モヤたまオンラインが
目指したもの

コロナ禍における社会教育現場の工夫や実践、
悩みを共有し、各人が気づきを持ち帰り、
明日へのモチベーションとすること

＝リアル開催と変わらぬ趣旨



これまでリアルで
行ってきたことを

オンライン上でも実施
＋オンラインならではの工夫

ポイント!



①名札

名札代わりに、所属を表示

例：多摩太郎(たま公民館)



②アイスブレイク

緊張をほぐすため、
互いを知り、簡単な交流をする
アイスブレイクを実施



③対話ワーク

ブレイクアウトルームを活用し、
少人数のグループでの対話
→各グループにたまいくメンバーを配置



④チャットの活用

チャットファシリテーターを配置
して、チャット上の質疑・意見交換
を活性化



⑤録画データの活用

録画データを編集し、
ダイジェスト版として発信

https://www.youtube.com/watch?v=lb6UnuBQxws



⑥その他

・広報、申込は「こくちーず」を利用

・アンケートは「グーグルフォーム」で実施

・最後はオンライン上で記念撮影



開催を諦めていたモヤたま

オンラインでも
「全く問題なく実施できる！」

ということを実感



さらに、全国の人と
簡単につながることができた



オンラインの新しい
可能性を感じた！



プログラム ３

パソコン講座を
ふりかえろう



２０００年以降のパソコン講座

２000年、森首相時代に行われた「IT革命」

⇒国の予算で全国的にパソコンが支給
⇒パソコン講習会の実施
⇒その後、公民館にてパソコン講座が行われ
てきた経過。



しかし、



パソコン講座のあるある講座

◆パソコン初級者
◆ワードの基本
◆エクセルの基本
◆インターネットの基本 など

主に生活課題



【参考】 課題の累計

(1) 発達課題

(2) 現代的課題

(3) 生活課題と地域課題

（A) 要求課題と必要課題



【参考】 (1)発達課題とは

人が誕生してから死を迎えるに至るまでの間に、成
長・発達・変化をしていきますが、この間に個人が直面
する課題を適切に解決することによって、次の成長・
発達につなげることができます。その乗り越えるべき
課題を「発達課題」といいます。

乳児期・幼児期・学童期・青年期・成人期・壮年期・高
齢期などに分けられるライフステージには、それぞれ
固有の発達課題があるといわれています。



【参考】 (2) 現代的課題とは

現代的課題とは、地球環境の保全、国際理解等の世界的な課題か
ら、人々が社会生活を営む上で、理解し体得しておくことが望まれ
る課題であり、「社会の急激な変化に対応し、人間性豊かな生活を
営む必要のある課題」と定義されています。時代の進展とともに、
次々と新たな現代的課題が生まれます。

なお、この考え方が生まれた平成４年当時、課題として掲げられた
ものとして、生命、人権、家庭・家族、地域の連帯、まちづくり、高齢
化社会、男女共同参画社会、国際貢献・開発援助、環境など１９の課
題が例示されました。いずれも地球規模の問題ですが、地域での取
組みが欠かせなく、問題が深刻であるがゆえにすぐにでも取り組ま
なければ未来に禍根を残してしまうという課題群です。



【参考】 (3) 生活課題と地域課題とは

私たちが日々の生活を送る上で、職業生活、家庭生活、
人間形成、余暇の利用、健康の維持管理、地域社会生活
など、さまざまな領域において解決すべき課題を「生活
課題」といいます。

その中で、多くの住民が共通して直面していながら、
個人ではその解決が不可能であったり、地域住民の共
同での取組みによって初めて解決が可能となる課題を
「地域課題」といいます。これには、特定の地域に限定さ
れる問題と、全国に共通する地域の問題もあります。



（A）要求課題と必要課題

① 一般に人々が学習したい「要求課題」

② 学習が求められる「必要課題」

そのバランスをとって、
学習の機会づくりをすることが大切



つまり、



パソコン講座で扱う課題は
アンバランスであった



従来、多くの公民館のパソコン講座は？

「生活課題」かつ「要求課題」に分類されるものばかり

「現代的課題」や「地域課題」
（かつ「必要課題」）に取り組めなかった。



パソコンを目的にしない。
あくまでパソコンは手段。



たとえば、



◆ふるさと冊子編集プロジェクト
◆公民館活動サークルの

情報冊子を作ろう！
◆フォトムービー作成教室
◆チラシ・ポスター作成
◆WEB広報セミナー
◆親子で学ぶパソコン講座



例）小平市パソコン講座
「ふるさと冊子編集プロジェクト」

①編集者から「冊子作りのノウハウ」を学ぶ
②PCサークルから「冊子作りのワード技術」

を学ぶ

地域で約２０人にインタビューして記事化



冊子を１万部刷り、
地域で配布

３期/計３冊作成

→地域活動を知る
ことでサークルも
複数誕生



パソコンを通した
学びの循環を育む



例）小平市パソコン講座

IT革命時期のPC講習会後

IT推進市民グループ発足

市のパソコン講座の学習支援者として活動



例）小平市パソコン講座「フォトムービー教室」

講座

インプット
市内NPO法人「シニアネットクラブ」か
ら、フォトムービーのつくり方を学ぶ

アウトプット
フォトムービーを作成。
講座参加者で上映会を実施。

アウトカム
外部向け「上映会イベント」を企画。
あえて別の場（サークル交流事業）で
発表し、参加者同士で交流を深めた。

サークル
活動

アウトカム
そこから地域の情報や課題発見につな
がり、新たな取り組みへとつないだ。

講座は個人学習やサークル活動の助走期間







例）国分寺 パソコン教室（平成30年まで実施）

中学校のパソコン室を使用

中学校の技術研究部（PCコース）の生徒が
公民館講座の学習支援者として
市民にパソコンを教える





パソコン＝課題を解決する手段

まずは、普通の講座と同じで、
「課題から」考えよう！



オンライン活用も
目的化しないように！



学びを通じたまちづくり活動
フレームワーク（簡易版）

的 ＝ まと ≒ ターゲット

○○な課題の
解決のため

標 ＝ しるべ ≒ フラッグ



オンラインを
やらなければならないから

やるのか？



オンラインの習得、
オンラインの活用によって、

どんな課題を
解決していきたいのか？



プログラム ４

オンライン活用でひろがる
公民館活動



【参考】公民館活動の三本柱とは・・・

①公民館職員の企画する講座・講演会等の活動

②社会教育関係団体（サークル）の活動

③公民館職員と利用者の協働活動

（例：公民館まつり、交流会、講座での連携等）

この三つの柱が相まって行われる活動こそが、
真に公民館活動と言えます。



①公民館職員の企画する講座・講演
会等の活動

オンラインの活用によるメリット

１ オンサイト・オンラインの良さを生かせる
２ 参加者の増加
３ 参加ハードルの低下
４ 生涯学習社会の実現に寄与 など



生涯学習社会とは・・・

いつでも・どこでも・だれでも

学ぶことのできる社会



「だれでも」は最も難しいこと

オンラインの活用によって、
公民館活動のハードルを
下げることができる！



②社会教育関係団体（サークル）の
活動

→職員の仕事としては、
「サークルの学習支援」ということ！

コロナ禍においてサークル支援のためにできること
１ 課題聞き取り
２ サークル活動の継続支援
３ オンライン活用の支援 など



③公民館職員と利用者の協働活動

コロナ禍において職員ができること

１ 伝統的な公民館の文化であったイベント等の
継続のためのオンライン活用の模索

２ 必要以上にオンサイトで集まらないための
オンラインの活用
（公民館運営審議会、友の会など）

３ オンライン活用できない団体・個人への
フォロー など



たくさんある「オンラインのメリット」

１ 市内の他館との連携・共催が可能！
２ 市外で広域での連携・共催が可能！
３ 遠方の学習支援者（講師等）の招聘が

可能！交通費もかからない！
など

エリアを超えることができる！



たくさんある「オンラインのメリット」

１ オンライン会議のシステムは「録画」が
簡単！

２ 録画した動画を欠席者へ送付フォロー
３ YouTubeにアップしていつでも見ること

もできる など

時を無視することができる！



プログラム ５

〈まとめ〉
ウィズコロナでオンラインの
学びを「拡張」する公民館



オンラインによる「拡張」

３つの軸



①
これまで公民館に
来れなかった人を
巻き込んでいく



②
オンラインから

抜け落ちてしまう人たち
に寄り添っていく



③
オンラインによって
学びや活動方法を
アップデートしていく



新たな
ステージへ！



社会教育を
アップデートしよう!!



質疑応答のお時間



たまいくではともに活動する
メンバーを募集中

詳細はHPをご覧ください

興味ある方は

tamaikunet＠gmail.com

まで



次回は３月５日(土)10:00～
オンラインでゆるく語り合います

tamaikunet＠gmail.com

まで

ぜひ、ご参加ください♪
興味ある方は



おわり



【参考】
以下、パネルディスカッション用の

準備スライド



福生市公民館松林分館
ポイント１
講師なし！
市民と公民館主事が学習支援

ポイント２
講座ではなく「場」として機能

ポイント３
主体性を育むために「自分だけ
のマニュアル」をつくる



国分寺 ピンチをチャンスに！
感染予防グッズを活用したワークショップ



【参考】満足のピラミッド（「顧客満足型マーケティングの構図」より）

属性３

属性２

属性１

属
性
Ａ

属
性
Ｃ

属
性
Ｂ

満
足
の
上
昇

本質サービス
当然受け取ることが期待されているもの

表層サービス
必ずしも当然と思わないが、あれば嬉しい
もの

本質サービスの属性（属性１～３）は、欠けると不満を引き起こすが、強化しても満足度
は上がらない。
表層サービスの属性（属性A～C）は、強化すれば満足度が一気に上がる。１つが卓越し
ていれば、他の属性が悪くても全体の満足度を担保できる。



【参考】東京２０２０大会を例としたレガシーの曲線

顕在化したタイミングで
タイムリーに仕掛ける

例：観光立国！ インバウンド！ 多言語対応！
多文化共生！ 共生社会！ ＳＤＧｓ！など


